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1.組織の概要         

1）事業所名   株式会社 エコ・アップ  
代表者⽒名    代表取締役 東 哲⽣ 
法⼈設⽴ 平成 6 年 4 ⽉ 東運輸として設⽴ 
平成 13 年 8 ⽉ 株式会社 エコ・アップに社名変更 
資本⾦ 1900 万円 

 
2) 所在地      

本社  佐賀県伊万⾥市脇⽥町 2570-1 
処分場 佐賀県伊万⾥市脇⽥町 2569-1(脇⽥中間処理場） 

佐賀県伊万⾥市松浦町⼭形 7005（藤ノ川内中間処理場） 
佐賀県伊万⾥市松浦町⼭形 7050-1（建設副産物リサイクルセンター） 

3）環境管理責任者      松尾 理恵    
連絡先      TEL 0955-22-1426 FAX 0955-23-0018  

E-MELL r.ringo@eco-up.co.jp  
4)事業の内容        ⼀般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業  

（中間処理）、解体⼯事業・⼟⽊⼯事、とび・⼟⼯⼯事業  
  

5）事業の規模 2022 年度 売上額︓34,562 万円 (合併決算含む)   
  

単位 
 

 
本社 

 
脇⽥中間 
処理場 

 
藤ノ川内中間

処理場 

 
建設副産物リ
サイクルセンタ

従業員数 ⼈ 7 7 3 2 
延床⾯積 ㎡ 494 649 1,074 1,103 

 
6）事業年度  11 ⽉〜翌年 10 ⽉    
 
 

2.認証・登録の対象範囲       

1）事業活動   ⼀般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業   
（中間処理）、解体⼯事業・⼟⽊⼯事、とび・⼟⼯⼯事業 

2)対象事業所   本社       
       中間処理場   脇⽥中間処理場 
                      藤ノ川内中間処理場 
                      建設リサイクルセンター    
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①産業廃棄物処分業 
区分 中間処理 
⾏政 許可番号 許可年⽉⽇ 有効年⽉⽇ 

佐賀県 4126026983 令和 3 年 3 ⽉ 16 ⽇ 令和 8 年 3 ⽉ 15 ⽇ 

許可品⽬ 

 
破砕 

⽊くず、⾦属くず、ガラスくず・コンクリートくず 
陶磁器くず（⽯膏ボードに限る）及びがれき類 
以上４種（⽔銀使⽤製品産業廃棄物を除く） 

溶融 廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限る） 
以上１種類（⽔銀使⽤製品産業廃棄物を除く） 

          
②産業廃棄物収集運搬業       

⾏政 許可番号 許可年⽉⽇ 有効年⽉⽇ 
佐賀県 4106026983 令和２年２⽉ 20 令和 7 年 2 ⽉ 19 ⽇ 

許可品⽬ 

積替え・保管⾏為を含まない 

燃え殻、汚泥、紙くず、⽊くず、繊維くず、ゴムくず、鉱さいがれき類及びばいじん並び

に廃プラスチック類、⾦属及びガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず 

（⾃動⾞等廃棄物を除く）以上１２種類 

（⽯綿含有産業廃棄物を含み、⽔銀使⽤製品産業廃棄物及び⽔銀含有ばいじ

ん等を除く 

    
 
⾏政 許可番号 許可年⽉⽇ 有効年⽉⽇ 
福岡県 4000026983 平成 30 年 8 ⽉ 21 ⽇ 令和 5 年 8 ⽉ 20 ⽇ 

許可品⽬ 

積替え・保管を含まない 
廃プラスチック類、⾦属くず、ガラスくず等（以上３品⽬については、⾃動⾞等破砕
物を除く）、燃殻、汚泥、紙くず、⽊くず繊維くず、ゴムくず、鉱さい、がれき類、ばい
じん（廃プラスチック類、紙くず、⽊くず、繊維くず、ガラスくず等、がれき類について
は、⽯綿含有産業廃棄物を含む）以上１２品⽬ 

 
⾏政 許可番号 許可年⽉⽇ 有効年⽉⽇ 
⻑崎県 4200026983 平成 30 年 5 ⽉ 18 ⽇ 令和 5 年 5 ⽉ 17 ⽇ 

許可品⽬ 

積替え・保管を含まない 
廃プラスチック類、紙くず、⽊くず、ゴムくず、⾦属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び
陶磁器くず、がれき類（⽯綿含有産業廃棄物を含む） 
⽔銀使⽤製品産業廃棄物及び⽔銀含有ばいじん等を除く） 
以上７種類 
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③⼀般廃棄物収集運搬 
⾏政 検査合格証番号 検査年⽉⽇ 有効期限 
伊万⾥市 伊環第 495-1 号 令和 4 年 2 ⽉ 14 ⽇ 令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
委託品⽬ ⼀般廃棄物  ⽊くず（幹、枝葉、⽵） 
運搬先 ⻄部広域環境組合 佐賀⻄部クリーンセンター 

 
2、施設の状況        
⾞両・重機及び施設⼀覧       
収集運搬⾞両⼀覧    営業⾞両    
⾞両 台数 ⾞両 台数 
１０t ダンプ 1 乗⽤⾞ 3 
２０㎥⾞ 2 軽⾃動⾞ 2 
５０㎥⾞ 1 
回送⾞ 1 
3ｔユニック⾞ 1 保有重機 
３t ダンプ 2 保有重機 台数 
４t ダンプ 1 フォークリフト 2 
７t クラム 1 油圧ショベル 0.7 2 
軽トラック 1 油圧ショベル 0.45 4 
ハイエースバン 1 油圧ショベル 0.25 1 
  油圧ショベル 0.20 1 

     
3、施設の種類及び処理能⼒      

施設の場所 機械 施設の 種類 処理能⼒・品⽬ 

藤野川内 
中間処理場 

破砕機 1 台 
磁⽯選別機 1 台 破砕 

３０８t/⽇
（8H） 

⽊くず 

建設副産物 
リサイクルセンター 

破砕機 1 台 
磁⽯選別機 1 台 破砕 

１,０８０t/⽇
（8H) 

⾦属くず及びが
れき類 

藤野川内 
中間処理場 

破砕機 1 台 
破砕 

440t/⽇ 
（8H) 

雑⽊ 

脇⽥中間 
処理場 

溶融機 
溶融 

160 ㎏/⽇
（8H) 

発砲スチロール

脇⽥中間    
処理場 

破砕機  1 台 
破砕 

36t/⽇ 
（8H) 

⽯膏ボード 

藤野川内中間処理場にトラックスケール 1 台  
中間処理場にトラックスケール 1 台 
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4.処分実績・収集運搬実績           年度︓11 ⽉から次年度 10 ⽉ 
処理品⽬ 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

⽊くず 6,039ｔ 9,553ｔ 9,104ｔ 

コンクリート 5,400ｔ 7,387ｔ 5,109ｔ 
アスファルト 274ｔ 592ｔ 4,028ｔ 

⽯膏ボード 123ｔ 93ｔ 155ｔ 

発砲スチロール 2.28ｔ 12ｔ 1.75ｔ 
収集運搬実績 2,309ｔ 4,424ｔ 1,299ｔ 

                       産業廃棄物処理⼯程図 

排 出 業 者 

 

⾃社収集・運搬 他社収集・運搬 

 

受 ⼊・計 量  

 

⽊くず破砕 がれき類破砕 ⽯膏ボード破砕 雑⽊破砕 発砲スチロール 
溶融 

中 間 処 理 

パーチクルボード
原料再資源化 

再⽣クラッシャー
ラン再資源化 

⽯膏ボード原料 
再資源化 

畜産敷料 
再資源化 

インゴット化 
再資源化 

⼀般廃棄物収集運搬 

⼀般家庭より依頼・市役所より依頼 

 

収集 運搬 
 
 

佐賀県 ⻄部広域環境組合 
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3.環境経営⽅針       

    
基本理念 

株式会社エコ・アップは産業廃棄物を資源として捉え常に事業の可能性を 

追求すると共に環境に配慮し、循環型社会構築に貢献する 

⾏動⽅針 

エコアクション 21 が⽬指す環境負荷に考慮した環境経営システムを 構築し 

次の事項に取り組みます 

1 次の項⽬を重点項⽬として継続して取り組みます 

1） 冬季暖気運転等の中⽌燃料使⽤量の削減に努め、⼆酸化炭素排出量の削減 

2） 施設のエンジン発電機等の⾒直しを⾏い⼆酸化炭素排出量の削減 

3） 受託した廃棄物の利⽤価値を⾼め、再資源化率を向上させる 

4） 中間処理場の散⽔施設等の⾬⽔の利⽤をより推進する 

5） 地域環境保全のため、社会貢献活動に積極的に取り組む 

2 当社に適⽤される環境関連の法律、規則を遵守します 

  3 この環境経営⽅針は、全従業員に周知します 

                      制定⽇ 2020 年 11 ⽉ 1 ⽇ 

                      株式会社  エコ・アップ 

                   代表取締役 東 哲生 
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４．実施体制 （役割・責任・権限） 

         エコアクション 21 実施体制 
           
                         
 
 
 
 
 
 
 
所属             役割・責任・権限 
 
代表者 

・代表者として環境経営全般について責任と制限を持つ 
・環境経営⽅針を作成・⾒直し、作業員に周知する 
・環境管理責任者、EA21 事務局員を任命する 

・環境への取り組みを実施するための資源（⼈・もの・⾦）を準備する 
 
 
環境管理 

責任者 

・毎年、環境経営⽬標、環境経営計画を作成する。 
・3 か⽉に 1 回、環境経営⽬標の達成状況及び環境経営計画の 

施状況を確認評価する 

・上記の結果を代表者に報告する 

EA21 委員会 ・EA21 全体の取り組み状況に関し評価、⾒直しを実施する 
・EA21 ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実⾏し環
境実績を向上させる 

 
 
部⻑ 

・環境経営⽅針、環境経営⽬標、環境経営計画を部⾨全員に周知する 
・環境経営⽬標達成のため、責任をもって⾃部⾨の環境活動を推進する 

・⾃部⾨で発⽣した問題点の是正処置、予備処置を実施する 
・⾃部⾨に関する法定規制等を遵守する 
・⾃部⾨に関する緊急事態への準備及び体を鵜への訓練を実施する 
・⾃部⾨の教育・訓練を実施する 

全従業員 ・環境経営⽅針の理解と環境への取り組みの重要性を⾃覚する 
・決められたことを守り、⾃主的・積極的に環境活動へ参加する 

  

代表取締役 
東 哲⽣ 

EA21 委員会 
3 名 

環境管理責任者 
 松尾 理恵 

収集運搬部⾨ 
     4 名 

⽊材リサイクル部⾨ 
     4 名 

コンクリートリサイクル部⾨  
2 名 

解体部⾨ 
  6 名 
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５．環境経営⽬標                            
中⻑期環境経営⽬標   （単年度⽬標 2022 年度 2021/11〜2022/10） 

九州電⼒ 排出係数 0.371kg-CO/kwh  
６．環境経営計画           
1︓⼆酸化炭素排出量の削減 

取 組 項 ⽬  活 動 事 項 

1-1 電気使⽤量削減 

1 ・冷暖房機の設定温度（夏 26 度冬 24 度）厳守 

2 ・ブラインドの適正使⽤ 

3 ・稼働時以外は照明、電気ポット、換気扇をこまめに消す 

4 ・ＯＡ機器の省エネ設定 

5 ・ＯＡ機械等、外出・退出時の電源ＯＦＦにする 

6 ・エアコンのフィルター清掃 

7 ・必要のない機械等の稼働を続けない 

1-2 

1-3 

軽油使⽤量削減 
ガソリン使⽤量削減 

1 ・⾞輛︓急発進、急ブレーキの制御 

2 ・⾞輛︓エコドライブの徹底、朝礼で意識付け、社内掲⽰ 

3 ・⾞輛︓適正空気圧の維持、定期点検の徹底 

4 ・⾞輛︓アイドリングストップ 

5 ・毎⽉の重機等の燃費を計測、意識向上 

6 ・必要のない機械等の稼働を続けない 

2︓⼀般廃棄物排出量の削減 
取 組 事 項 活 動 事 項 

2-1 
⼀般廃棄物排出量
の削減 

1 ・⼀般廃棄物の分別、廃棄物の削減 

2 ・ペーパーレスの推進・実施 

3 ・コピー紙の裏紙使⽤ 

 

 

項⽬ 
単位 

 
基準年度 
2020 年度

⽬標 
2021 年度 2022 年度 2023 年度

1％減 2％減 2.5％減 
1 ⼆酸化炭素排出量

の削減 
ｋｇ- 

CＯ２ 

644,040 637,599 631,159 627,939 

1-1 電⼒使⽤量削減 KＷh 298,782 295,794 292,06 291,312 
1-2 軽油使⽤量削減 Ｌ 238,849 236,460 234,072 232,877 
1-3 ガソリン使⽤量削減 Ｌ 7,71 7,000 6,930 6,894 
2 再資源化率向上 ％ 100 100 100 100 
3 ⼀般廃棄物削減 kg 1,330 1,316 1,303 1,297 
4 ⽔使⽤量削減 ㎥ 91 90 89 88 
5 地域貢献活動推進 回数 2 2 3 3 
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3︓産業廃棄物の資源化向上 
取 組 事 項 活 動 事 項 

3-1 再資源化率の向上 1 遺物混⼊を分別作業で品質向上させる 

4︓⽔使⽤量の節減 
取 組 事 項 活 動 事 項 

4-1 ⽔使⽤量削減 
1 ・漏⽔監視の徹底 

2 ・破砕機休⽌時及び⾬天時の散⽔停⽌ 

5︓地域貢献活動実施 
取 組 事 項 活 動 事 項 

5-1 
会社周辺道路等の 
清掃及び除草作業 

1 毎年、1 回〜２回 会社周辺道路等の清掃及び除草作業 

７．環境経営⽬標とその実績  

項⽬ 単位 
基準年度 

2020 年度 

単年度 ⽬標 

2022 年度（2％削減）2021/11〜2022/10 

⽬標 実績 達成率 評価 備考 
 
1 
 

⼆酸化炭
素排出量
の削減 

ｋ ｇ -

CＯ2 
644,040 631,159 751,800 84％ × 

受⼊搬出

量の増加 

1-1 電⼒使⽤
量 削減 

kWh 29,782 29,186 31,031 94％ × 
 

1-2 軽油使⽤
量 削減 

Ｌ 238,849 234,072 279,430 84％ × 
破砕量の

増加 

1-3 ガソリン使
⽤量削減 

Ｌ 7,071 6,930 8,114 85％ × 
遠 ⽅ へ の

営業増加

2 再資源化
率 向上 

％ 100 100 100 100％ 〇 
 

3 ⼀般廃棄
物 削減 

kg 1,330 1,303 4,520 29％ × 
事業所の

受⼊増加

4 ⽔使⽤量
削減 

㎥ 91 89 76 117％ 〇 
 

5 地域貢献
活動推進 

回数 2 3 3 100％ 〇 
 

※ 98％以上 〇 95％〜98％ △ 95％未満 × 
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8.環境経営計画の取組結果と評価     
取 組 事 項 活 動 事 項 結果 評価 

１ 
 

電気使⽤
量削減 

1 ・冷暖房機の設定温度（夏 26 度冬 24 度）厳守 〇 徐々に意識が⾼
まっているが、更
に省エネ活動の
徹底をはかる必
要がある。 
 

2 ・ブランドの適正使⽤ 〇 

3 ・稼働時以外は照明、電気ポット、換気扇をこまめに消す 〇 

4 ・ＯＡ機器の省エネ設定 〇 

5 ・ＯＡ機械等、外出・退出時の電源ＯＦＦにする 〇 

6 ・エアコンのフィルター清掃 〇 

7 ・必要のない機械等の稼働を続けない 〇 

2 

軽油、ガソ
リン、灯油
使⽤量の
削減 

1 ・⾞輛︓急発進、急ブレーキの制御 〇 

2 ・⾞輛︓エコドライブの徹底、朝礼で意識付け、社内掲⽰ 〇 

3 ・⾞輛︓適正空気圧の維持、定期点検の徹底 〇 

4 ・⾞輛︓アイドリングストップ 〇 

5 ・毎⽉の重機等の燃費を計測、意識向上 〇 

6 ・必要のない機械等の稼働を続けない 〇 

3 
⼀般廃棄
物排出量
の削減 

1 ・⼀般廃棄物の分別、廃棄物の削減 〇 コピー⽤紙の裏
紙を使⽤して意
識が⾼まっている

2 ・ペーパーレスの推進・実施 〇 

3 ・コピー紙の裏紙使⽤ 〇 

4 
再資源化
率の向上 

1 
・遺物混⼊を分別作業で品質向上させる 

〇 
特に問題な 

５ 
⽔使⽤量
削減 

1 ・漏⽔監視の徹底 〇 節⽔に⼼がけて
いる。 2 ・破砕機休⽌時及び⾬天時の散⽔停⽌ 〇 

6 

会社周辺
道路等の
清掃及び
除草作業 

1 
・毎年、1 回〜２回 会社周辺道路等の清掃及び 除草
作業 

〇 

特になし 

評価 「◎」︓実施 「〇」︓概ね実施 「△」︓⼀部課題有り 「×」︓未実施 
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８.１環境活動の事例   

地域の美化活動参加 
伊万⾥商⼯会議所⼥性会に⼊会し
春の除草作業と冬の除草作業に参加
いたしました。 

 
普段使っている駅前の街路樹のわきの 
花壇をきれいに除草し⼟を起こし苗を 
植えました 

 

秋には不⽤品場サーモ開催され売り⼦として参加し、リユースリサイクルに貢献

出来有意義な時間でした 
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エアコンの清掃を専⾨業者に委託して⾏いました。  

掃除を⾏うことで後々のメンテナンスは⾃分たちで⾏いやすくなり、冷房・暖房の

効き⽅もかなり変わり、CO2 削減に少しでも役⽴てたいです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

⾃社周辺の除草作業を⾏い

ました。 

⼈⼒では難しいところまで 

重機を使って作業を⾏い 

近隣の⽅にも⼤変喜ばれまし

た。 



13 

９.環境関連法規則等の順守状況の確認及び評価の結果 
                    並びに違反、訴訟等の有無 
当社の事業活動に適⽤される環境関連規則等は次のとおりです。 

適⽤される法則等 適⽤される事項（施設・物質・活動等） 順守内容 

廃棄物の処理及び清掃に関 す
る法律（廃掃法） 

⼀般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出 
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理 

 
〇 

消防法 
危険物（軽油等）の保管限度量 
給油時、点検実施（届出基準限度内） 
指定可燃物 

 
〇 

家電リサイクル法 
⼩売業者への適正な引き渡し 
収集・再商品化等に関する費⽤の⽀払い 

 
〇 

フロン排出抑制法 フロン類の使⽤か及び管理の適正化に関する法律 〇 

上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした 

１０．代表者による全体評価と⾒直し結果 

環境経営⽬標の達成状況 
前回と同じく売り上げの上昇により使⽤する燃料等が増え CO2 と⼀般廃棄物の削減は

厳しかった。 但し⽔の使⽤料は削減できた。 
 環境取組の状況 

SDGｓの復旧により従業員の意識も⾼まってきている。 
 環境経営システムンの有効性 
  まだまだ PDCA については浸透できていないのが現状である。 

変更の必要性 
環境経営⽅針・環境経営⽬標・環境経営計画に⾒直しは無い 
指⽰事項 

  ・令和 4 年 4 ⽉ 1 ⽇より合併し事業内容確認し経過をみて今回の報告には含まなかっ
たが来年度からは取り⼊れて会社全体で取り組んでいく。 

   
2022 年 11 ⽉ 1 ⽇ 

 代表取締役 

                                       東 哲⽣ 


